
　

第
2
回
「
シ
ョ
ー
ト
シ
ョ
ー
ト
」

創
作
文
大
会
～
物
語
を
作
ろ
う
～
は

1
月
28
日
、
観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
、
国
見
小
学
校
、
掛
田
小

学
校
、
伊
達
東
小
学
校
の
6
年
生
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

一
次
審
査
を
通
過
し
た
各
校
代
表

の
児
童
が
、
国
語
の
授
業
で
創
作
し

た
物
語
を
朗
読
発
表
し
、
優
秀
な
作

品
へ
「
シ
ョ
ー
ト
シ
ョ
ー
ト
大
賞
」

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
大
賞
に
は
、
佐

子
ど
も
た
ち
が
日
頃
の
学
習
・
練
習
の
成
果
を
発
表

　
創
作
文
大
会
・
若
い
芽
の
コ
ン
サ
ー
ト

藤
菜
子
さ
ん
（
国
見
小
）
の
「
う
わ

さ
の
時
計
台
」
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

創
作
文
大
会
の
後
に
は
、
今
年
で

12
回
目
を
迎
え
た
「
若
い
芽
の
コ
ン

サ
ー
ト
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

国
見
町
和
楽
器
体
験
教
室
生
が
指

導
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
み
な
さ
ん
と
一

緒
に
箏
や
三
味
線
で
「
さ
く
ら
」
や

「
花
か
げ
変
奏
曲
」
な
ど
を
演
奏
し
、

会
場
に
は
和
楽
器
の
美
し
い
音
色
が

響
き
渡
り
ま
し
た
。

大賞の佐藤菜子さん（右）と応援者の永井姫奈さん

国
見
町
農
業
委
員
会

　
国
見
町
農
業
政
策
に
関
す
る
意
見
を
提
出

美しい和楽器のハーモニーが響いたコンサート

　

国
見
町
農
業
委
員
会
（
朽
木
勝
之

会
長
）
は
1
月
5
日
、「
平
成
29
年

度
農
地
等
利
用
最
適
化
推
進
施
策
の

改
善
に
つ
い
て
の
意
見
」
を
太
田
久

雄
町
長
へ
提
出
し
ま
し
た
。

　

国
見
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業

の
今
後
を
考
え
、
農
地
等
の
利
用
最

適
化
に
関
す
る
各
種
施
策
の
積
極
的

な
推
進
に
関
し
て
の
意
見
を
集
約

し
、
農
業
委
員
会
が
と
り
ま
と
め
た

意
見
を
提
出
し
た
も
の
で
す
。

太田町長へ意見書を手渡す朽木会長

意見の内容

１　町農業の東日本大震災及び原発事故からの復興再生と風評対策
２　農業の振興と担い手支援について
３　遊休農地解消対策について
４　農地の有効活用と整備の推進について
５　鳥獣被害防止対策について
６　道の駅国見あつかしの郷について
７　農業委員会体制ならびに機能強化について

町公式ホームページが
リニューアルしました

①情報が探しやすくなりました
　掲載情報の分類を見直し、検索機能を強化しま
した。「分類でさがす」「組織でさがす」「便利ガイ
ド」など必要に応じた情報の検索が可能に。
②スマートフォン対応
　スマートフォンからも閲覧できるようになりま
した。
③「道の駅」「結婚支援」のページを追加
　新たに道の駅国見と結婚支援のサイトを作りま
した。道の駅や結婚支援に関する情報を掲載して
いきます。

　町では多くの方に町の情報をわかりやすくお伝
えするため、公式ホームページを 1 月からリニュー
アルしました。随時情報を掲載していきますので、
ご活用ください。

←
←

国見町 検索

　
「
阿
津
賀
志
山
防
塁
」
の
保
存
・

史
跡
整
備
を
目
的
と
し
た
第
19
次
調

査
を
昨
年
の
10
月
か
ら
12
月
に
か
け

て
実
施
し
ま
し
た
。
今
回
の
調
査
は

奥
州
合
戦
当
時
の
堀
跡
確
認
す
る
こ

と
を
目
的
に
、
国
道
4
号
北
側
地
区

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

調
査
の
結
果
、
外
堀
・
内
堀
の
2

本
の
堀
跡
を
発
掘
に
よ
り
再
現
し
ま

し
た
。
な
か
で
も
外
堀
は
幅
6
ｍ
、

現
況
地
表
面
か
ら
の
深
さ
は
2
ｍ
。

国
見
石
の
岩
盤
層
を
掘
り
込
ん
で
造

ら
れ
た
堅
固
な
堀
で
、
土
塁
の
高
さ

も
合
わ
せ
る
と
高
低
差
が
3
ｍ
程
度

に
も
な
り
ま
す
。

　

12
月
3
日
に
現
地
見
学
会
を
開
催

し
た
と
こ
ろ
、
県
内
外
か
ら
40
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

阿
津
賀
志
山
防
塁
と
は
？

　

文
治
5
年
（
１
１
８
９
）、
源
頼

朝
率
い
る
鎌
倉
軍
が
平
泉
を
め
ざ
し

東
北
に
攻
め
込
み
ま
し
た
（
奥
州
合

戦
）。
阿
津
賀
志
山
防
塁
は
、
鎌
倉

軍
を
迎
え
撃
つ
た
め
奥
州
藤
原
氏
が

築
い
た
全
長
3
・
2
㎞
の
防
衛
施
設

で
、
こ
の
合
戦
で
最
大
の
激
戦
と

な
っ
た
古
戦
場
跡
で
す
。

岩盤まで掘り込み堅固な守りとした外堀

国
史
跡
「
阿
津
賀
志
山
防
塁
」

　
第
19
次
発
掘
調
査
を
実
施

二重堀の内堀を見学する参加者
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